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JIA都市災害特別委員会

池田武邦委員長が提言

新日本建築家協会 (JIA)は、阪神大震災の
本格的調査と将来の建築、都市のあり方に関する

提言をまとめる組織として、池田武邦氏（日本設

計相談役・名音会長、池田研究室代表）を委員長

とするJIA都市災害特別委質会を設漑した。池
田委口長は13日夕、記者会見し、「阪神大震災は、
社会の要請といいながら経済、効率を優先させ、

大自然とのかかわりを疎んじた都市をつくってき

た建築家に対する試練である」と戒め、「自然やそ

の土地の麿史を大切にした都市づくりが重要であ

る」と‘‘池田哲学、、を語った。
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はじめに

■ JIA本部は震災発生に際して、兵庫県南部地震対策会議（委員長；村尾成
文）を設置して、様々な緊急対応策を協議実施することにした。また、 JIA

近畿支部は、震災発生直後から震災対策委員会を設置して、緊急対応体制の整

備と積極的なボランティア活動を開始した。JIAの緊急対応策の主体を成し

た建築ボランティア活動は、行政サイドによる被災度判定の対象とならなかっ

た被災木造住宅を中心にした診断 ・相談業務である。このボラ ンティア活動は

近畿支部が中心になって、それを全支部をあげて支援することになった。その

内容は後記するとおりである。

また、兵庫県南部地震対策会議の提言を受けて、 JIA本部はJI A都市災

害特別委員会（委員長；池田武邦）を設置して、長期的、且つ、全国的視野に

たった調査・提言をおこなうべく地震発生直後から活動を開始した。

■ J I A都市災害特別委員会は、第一段階として震災の実態を全体的に把握す
るための初動調査をおこない、第二段階として課題毎のよりいっそうの調査・

分析と他団体との連携をおこない、被災地区の復旧、全国的視野に立っての提

言、一般市民への啓蒙等をおこなうべく、活動をはじめている。

■ 本報告書は、建築ボランティア活動の報告と、 JIA都市災害特別委員会の
初動調査の報告で構成されている。2月17日に東京で行った緊急報告会での報

告書に、その後若干の加筆訂正をおこなってある。なお、建築ボランティア活

動に関する近畿支部の震災対策委員会の体制は報告の中にあるとおりであり、

ボランティア活動に参加していただいた方々の名前については誌面の都合上割

愛させていただいた。JIA都市災害特別委員会の第一段階の初動調査に参加

された方々、及び、第二段階の体制は下のように構成されている。



JIA都市災害特別委員会・調査団

（委員長）

池田武邦 閥日本設計・池田研究室

（幹事）

村尾成文 條日本設計

（委 員 ・調査団メンバー）

服部範 二 KR建築研究所 小倉善明日建設計

中田準ー前川建築設計事務所 清瀬 永清瀬建築設計事務所

三井所清典 アルセッド建築研究所 田村泰顕織本匠構造設計研究所

稲 生 宏総合設備コンサルタント佐 保 肇日本設計

山本浩三山本浩三都市建築研究所定永哲雄 日本設計

河野 進河野進設計事務所 大場則夫共同建築設計事務所

井上 博井上博設計事務所 平井 発日建設計

竹ノ内洋一郎竹ノ内建築設計事務所 大倉靖彦 アルセッド建築研究所

人見泰義日本設計 安達和男日本設計品川設計室

藤井誠人建築モード研究所 岸崎隆生日欧設計事務所

山崎力夫拌建築設計事務所 長谷川正雄長谷川正雄設計事務所

米田耕司米田耕司建築研究室 金子修二金子設計

岩田 穣多摩設計 池永辰雄池永設計事務所

古屋重征田辺洋建築設計事務所 松島哲奨松島哲装建築研究所

中 田 隆 KR建築研究所 脇坂和洋 KR建築研究所

石福 昭早稲田大学理工学部建築学科

沖塩 荘一郎 東京理科大学工学部建築学科



JIA都市災害特別委員会

1995年3月8日

体制 1995年4月13日訂正

委員長池田 月 1~2回／程度開催

特別委員会 1 幹事 村尾

委員 理事会承認メンバー

拡大会議： （全員集会、 1回／月程度）

企画・調整部会： （村尾、中田（準）、服部、小倉、三井所、

山本（浩）、随時開催）

構造部会： 服部、田村、他

設備部会： 稲生、石福、定永、他

都市計画部会： 佐保、河野、他

住宅・住区計画部会： 三井所、清瀬、他

公共建築部会（病院、学校等） ： 大場、 （長倉） 、他

高層建築、地下建築部会： 村尾、小倉、平井、他

L.—•一

集合住宅部会： 井上、他

文化施設部会（美術館、博物館、図書館他）

（情報部会（＋沖塩））

注1 部会は、必要に応じて設置する。

注2 シンポジウム・視察団開催のために、広報委員会、

事業委員会の協力をうる。

中田（準）、他

注3 情報交流・情報管理 ・国際対応・ボランティア体制整備等については、企画

調整部会で検討のうえ、必要な場合は部会を設ける。


